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研究成果の概要： 
 縄文時代〜平安時代の土器および遺跡周辺の粘土の化学成分分析・鉱物分析を実施し、各地

で土器製作に利用された粘土層を把握する方法を考えた。利用した方法は、プラズマ発光分析、

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析、偏光顕微鏡および実体顕微鏡による鉱物分析である。その結

果、多くの場合、土器に利用されているのは Mn 濃度の低い、白色系の粘土層であることがわ

かった。また、肉眼および実体顕微鏡でも観察が可能な、結晶片岩、滑石、花崗岩など、各地

の特徴的な鉱物は、胎土の産地を考えるのに有効な場合が多いことがあらためて理解できた。 
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１．研究開始当初の背景 
 発掘調査の増加により、縄文時代〜平安時
代の土器の蓄積量は膨大である。それらの資
料・試料としての潜在価値は高く、多方面に
わたるが、いまだ十分に使われているとは言
い難い。 
 しかしながら、土器を資料・試料として、
それを構成する土の自然的情報を引き出し

たならば、それを製作した人々が土地を利用
した歴史を叙述することが可能である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、各地に数多く保管されている
土器片を、胎土分析的手法により、それぞれ
の土地利用の歴史を語る際の資料・試料とし
て扱う方法の開発を試みた。 



 これまでおこなわれている化学分析や、薄
片を観察する鉱物分析は、装置が特殊である
こと、多額の費用がかかること、専門の技術
が必要なこともあり、一般化しているとは言
い難い。そこで、各地の博物館や郷土資料
館・小学校などでも、多くの人々が、楽しみ
ながら参加できる、より簡便な方法の考案に
努めた。 
 
３．研究の方法 
（１） 化学分析と鉱物分析 
 土器片および遺跡周辺粘土の化学分析、鉱
物分析を実施し、それらの原料がいかなる土
層から採取されたかを考察した。また、土器
片の薄片の観察や土器表面の実体顕微鏡に
よる鉱物分析もあわせておこない、各地の土
器胎土の化学成分と含有鉱物の特徴を把握
する。 
（２） 試料 
 北海道、東北北部、関東、北部九州の各地
の土器や粘土。他に、これまでに筆者が実施
した分析値も利用した。 
（３） 方法 
 プラズマ発光分析、エネルギー分散型蛍光
Ｘ線分析、薄片を作成しての偏光顕微鏡を用
いた鉱物分析、実体顕微鏡による土器片表面
の鉱物分析。 
 
４．研究成果 
（１）Mn 濃度による使用粘土層の推定 
 ①灰白色系粘土 
 今回の分析結果とこれまでのデータ約
2000 点を総合すると、土器試料の 90％で
Mn 濃度が 500ppm 以下であった。 
 それに類似する粘土層は、灰白色系の粘土
であり、褐色系・暗色系の粘土は 500ppm 以
上の Mn 濃度であった。 
 縄文時代〜平安時代に土器の胎土として
利用されたのは、地域を問わず、灰白色系が
多いことがわかった。なお、文献値によれば、
Mn 濃度が低い点は、現在の陶器や磁器の胎
土と同様である。 
 関東地方では、下末吉ローム、常総粘土層
がそれにあたり、東北北部でも、それと同様
の最終間氷期に水底に堆積した粘土層が利
用された場合が多いと考えられた。 
 各地で縄文時代〜平安時代の人々が、各地
で利用した粘土層を探す場合には、灰白色系
の水成堆積粘土を第一の候補とすべきこと
になる。 
 ②褐色・暗色系粘土 
 ただし、10％とはいえ、Mn 濃度が高い土
器もあった。その濃度が 500ppm 以上になる
のは褐色あるいは暗色系の粘土であった。そ
して、土器試料においては、とくに、結晶片
岩が存在する変成岩帯に近い地域の土器や
埴輪に Mn 濃度の高い例が集中した。 

 例えば、三波川帯近隣には、群馬県藤岡市
から埼玉県本庄市あたりに埋蔵される藤岡
粘土のように、Mn 濃度が 500ppm 以上とな
るものがある。やはり、それらの産地の周辺
からは Mn 濃度が高い土器が出土する。藤岡
粘土などが、緑泥石を含むことに由来する。
このような例は、同じく結晶片岩の産地であ
る北海道日高地方にも見られた。 
 したがって、緑泥石を多く含む粘土層があ
る地域では、Mn 濃度が高い土器が出土する
ことになる。日本列島上において、結晶片岩
の産出地は限られるので、Mn 濃度は産地を
推定するのによい指標になる。なお、緑泥石
を多く含む粘土地帯の土器には、他に、Mg・
Cr・Ni も多く含有され、これらも、有効な
指標となる。 
（２）偏光顕微鏡・実体顕微鏡による観察と
化学成分 
①火山灰の添加 

 土器片表面の鉱物、遺跡周辺の粘土層、砂
層、火山灰層等の鉱物を観察した結果、土器
の胎土には、火山灰が添加されていることが
わかる例が比較的多かった。風化していない
自形の角閃石、輝石、高温型石英などが含ま
れていた。火山灰の分布域にもとづけば、そ
れらは、大雑把に胎土の産地を考えるのに利
用できると考えられた。 
 ②結晶片岩片の添加 
 北海道日高地方、群馬県南西部の三波川変
成帯付近の遺跡からは、結晶片岩片を含む土
器片が比較的多く出土していた。結晶片岩の
産地は非常に限られるので、産地推定に有効
であった、また、千葉県松戸市のように、近
くに片岩の産出地がない場合でも、同市内の
遺跡からそれを含む土器片が出土する例が
複数あった。それらの化学成分を実施した結
果、Mn・Mg・Cr・Ni の濃度にもとづいて、三
波川帯周辺産の製品と推定できた。 
 ③花崗岩片の添加 
 結晶片岩にならんで、添加物として観察し
やすい岩石が花崗岩である。ただし、こちら
は日本列島上における分布域が比較的広い。
また、花崗岩の存在しない地域である千葉県
松戸市出土の化学分析の結果、花崗岩片が含
まれる場合でも、縄文時代中期の阿玉台式土
器とそれに続く加曽利 E式土器とでは、成分
がまったく異なり、胎土の産地が違うことが
わかった。 
 ④滑石の添加 
 九州地方には縄文前期〜後期にかけて、滑
石片が添加される土器がある。同地方におけ
る滑石の産地は長崎県西部に限られるので、
その地域で生産された土器が流通する、ある
いは、滑石が各地に運ばれ、それぞれの土地
の粘土に混和されるといった可能性が考え
られる。 
 ただし、今回は、鹿児島県など、滑石の産



地を持たぬ地域から出土する滑石入り土器
について、肉眼観察しか実施しておらず、化
学分析および考察は、今後の課題である。 
 なお、長崎市深堀遺跡出土土器、滑石製石
鍋を分析した結果、滑石には Ti、K、V、Zr
がほとんど含まれないので、それらを比較す
ることによって滑石の添加を無視して胎土
の違いを考察することができることがわか
った。 
（３）エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析 
 破損しない方法、あるいは非常に簡便な方
法として利用してみたが、土器の分析には向
いていなかった。縄文土器のなかでも粗製土
器など多孔質なものは Na が測定できなかっ
たり、精度が低かった。 
 ただし、物理的な破壊を伴う分析はすべき
ではない状態で保管されている結晶片岩製
の石製模造品の分析を実施したところ、産地
推定に有効であることがわかった。黒曜石や
ヒスイなどの産地推定には本方法はこれま
でも利用されてきたが、石製模造品のような
研磨されている緻密な表面を持つ試料にも、
同様に有効であることがわかった。 
（４）結論 
① 各地で利用された粘土層（灰白色系） 
 Mn 濃度にもとづけば、灰白色系の粘土が利
用された例が最も多かった。普遍的に広がる
当該時期の当該粘土層としては、最終間氷期
の水成層を第一の候補とできよう。関東だと
下末吉ローム、常総粘土が代表格である。 
 縄文時代〜平安時代の人々も、層準や沖積
地よりも一段以上高い段丘地形、灰白色系で
あるという点に着目して利用する粘土層を
求めたのではなかろうか。 
 各地で過去に利用された粘土層を探す場
合、同様の観点で探せばよいことになる。 
②各地で利用された粘土層（褐色・暗色系） 
 群馬県西南部から埼玉県北西部には、いわ
ゆる「藤岡粘土」が堆積しており、文献地に
よれば、それらの Mn 濃度は 500ppm 以上であ
る。そして、近世以降利用されてきた、関東
の代表的な窯業原料である。そこには、緑泥
石を粘土鉱物とする第三紀層の二次堆積層
があると考えられる。見た目は暗色と表記さ
れている。 
 この例のように、各地に窯業原料として有
名な粘土層がある場合には、過去においても
その近隣の粘土層が利用されていたと推定
できる。したがって、縄文時代〜平安時代に
おいても、現代の窯業産地で利用されている
粘土採掘地、あるいは採掘層が使われていた
可能性は非常に大きい。 
③ 鉱物同定の簡易的方法 
 写真撮影が可能な実体顕微鏡を用いて、20
倍で観察をおこなった。常滑の窯業試験場に
おける窯業原料の分析で明らかになってい
るように、一般に、淘汰のよい粘土層には、

0.3mm 以上の砂が入る可能性は非常に低い。
したがって、それよりも大きな砂や礫につい
ては、混和材として添加されたと考えられる
ので、対象をその大きさの鉱物に限定すれば、
実体顕微鏡でも十分観察・同定することがで
きる。倍率を固定して、あらかじめ撮影する
面積を決め、撮影し、鉱物の数を数えること
により、半定量的な観察・考察も可能である。 
 結晶片岩（三波川帯付近）、花崗岩（筑波
山周辺、山梨県域）、スコリア（神奈川県西
部）、パミス（群馬県中央部）、角閃石安山岩
（群馬県中央部）、高温型石英（陸奥湾に望
む津軽地方・北海道中央部から胆振地方東
部）など、ある程度地域を限定できそうな鉱
物が各地に存在することがわかった。ここに
述べたのは一例である、スコリア、パミス、
高温型石英、角閃石安山岩といった火山由来
の鉱物については、さらに各地の火山灰層や
土器片の観察の継続が必要である。 
 また、砂の形状の観察から、土器に添加さ
れた砂は、当時の河川の砂ではなく、粘土層
と同一地点の異なる層準から得られる火山
灰や砂層を混和材として採集した例が多い
と予想された。 
（５）今後の課題 
 ①実体顕微鏡を用いた、鉱物同定の簡易的
方法については、輝石と角閃石、岩石破片な
ど、熟練しなくては識別が難しい場合もあり、
土器表面での鉱物の見え方を示したカタロ
グの作成が急がれる。 
 ②石英・長石・風化黒雲母などから、花崗
岩が混和されたことがわかる例でも、化学成
分の分析をすると、阿玉台式と加曽利 E式の
ように、同一の出土遺跡で、大きな地域差が
見られる例があった。花崗岩を含む土器が出
土している地域の花崗岩由来の粘土層、花崗
岩などの分析データを蓄積する必要がある。 
 ③各地の火山灰層に含まれる鉱物、粘土層
と同一地点の異なる層準の火山灰層、砂層の
鉱物分析や化学分析を継続せねばならない。 
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